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連携型中高一貫教育という特色ある取り組みの中での活用方法
を研究していく

部活動の外部指導員を雇用し、中高の6年間
を通して指導できないのか

問 	 福江中学校の全ての教員に福江高等学校との兼務
発令が出されているが、交流する教員が増えるの
か。

答  全ての教員が少なくとも一回は、学校行事等で交
流することを目標にしている。

問 	 部活動の外部指導員を雇用し、中高の６年間を通
しての指導は可能か。

答  連携型中高一貫教育という特色ある学校の取り組
みの中での活用方法を研究していく。

問 	 コミュニティ・スクール（※）の取り組みとして、
トライアスロン部やサーフィン部のように地域の
自然を活かした“新たな部活動”の設置を働きかけ
る考えは。

答  コミュニティ・スクールの学校運営協議会で協議
され、学校も設置可能と判断すれば、学校や地域
の考えを尊重したい。

中学校の新たな取り組みについて

問 	 コミュニティ・スクールの学校運営協議会に福江
高等学校の校長が入っているが、協議される内容
は、高等学校のことも含まれるのか。

答  連携型中高一貫教育の取り組みと関連した有効な
事項であれば、協議の対象となる。

問 	 連携型中高一貫教育を推進している福江高等学校
もコミュニティ・スクールを実施するように働き
かける考えは。

答  福江高等学校からの要望があれば、支援・協力を
していきたい。
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（※） コミュニティ・スクール：学校と地域住民等が力を合わ
せて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とと
もにある学校」への転換を図るための有効な仕組み

7月1日付で
「自由クラブ」になりました。（ ）


